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地域で暮らす高齢者・家族介護者（介護職員）の支援と
介護ロボットの有用性に関する研究
　これまで看護職として、また家族の一員として、看護・介護に携わってきま
した。「要介護状態になっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の
最期まで続ける」ことを支援する中、多くの喜びや幸せを実感するとともに、
大変さや困難さにも直面してきました。要介護状態になっても地域で自分ら
しく暮らすことは当たり前のように思えますが、決して容易ではありません。
　高齢者人口の増加に伴い、要介護高齢者も増加の一途を辿っています。一
方、介護人材の高齢化は進み、2025年には約38万人の介護人材が不足すると
いわれ、介護の需要と供給の不均衡が浮き彫りとなっています。このような
現状において、高齢者や介護に携わる家族双方が「地域で自分らしく暮らす」
ことができるよう支援していくことは課題です。
　地域で介護を受けながらも自分らしく暮らしたいと願う人々、自分なりの
介護と生活を継続したいと願う人々、また介護に携わる専門職として高齢者
を支えたいと願う人々、その願いを実現するためのシステムづくりやテクノ
ロジーを用いた介護機器による支援に関する研究に取り組んでいます。

研究内容

高齢者における介護ロボットの活用

　近年、高齢者の自立支援や介護者の負担軽減を目的に、介護ロボットの開
発・実用化の取り組みが推進されています。これまで介護老人福祉施設の介
護職員と管理者を対象に、介護ロボットの管理・活用実態、介護ロボット活用
による介護職員の介護観への影響、介護職員と管理者の介護ロボット有用性
の認識の違い、介護ロボットの課題などを明らかにしてきました。
　介護職員の介護観への影響については、先行研究において「介護は人の手
で」という考え方や「介護ロボットに仕事をとって代わられる懸念」等が報告
されています。しかし、我々の研究では「高齢者のプライバシーや尊厳が損な
われないよう介護ロボットを活用することができれば、介護職員の介護観に
ポジティブな影響を与える」ことが明らかとなりました。高齢者の人権と生
活の質を守るため尊厳を守ることは、専門職としての誇りややりがいを持ち
働くことにつながると考えます。
　そのためには、介護ロボットを安全・安心かつ倫理的に活用するための教
育体制の整備や支援体制の整備について取り組むことが重要と考えます。

最後に、あなたが介護を受ける側の立場なら…
　介護ロボットに24時間見守りをされることは「安心」？それとも「拘束」ですか？
　介護ロボットとのコミュニケーションは「楽しみ」？それとも「淋しい」ですか？
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